
く数法超基礎⑮＞ Lv.**北崎黄象：中23～（高14,)
□否定の不定詞
不定詞を否定したいときは (1 )と不定詞の直納濯

< ! 
I decid.~ not in gp加廿e 材筵． r私はその場所ぽ玲‘し\~とを知阿

In o咄己so 叫not加 hm herJ Icho.se 柏e WO油．
r 彼を傷つけないよう（こ．私tぶこと9註愛んだ‘.J

回不定言司の意味上の主語 ／意昧恥主語という
to Vの前には ）をつけて不定言司の＇＇動作主＇を表す！
→必ずしも必要でワケじ｀ゃない！次のよ索疇這年：の主語はいらない！

[ 1]意昧上の主語が特に明示する必要のない (3. )の場合
It is importunt to t血st欧ch 呻ぼ． r（人は）互いを信頼すること森頓
→ r互いを煽酎乱ことは誰（ことっても忘如で恙廷の主語を日月栞しなくていい。

[2]意昧上の主語が（午． ）と同じ場合

⑤叩雨to be a 函切(l phyer. 「トム 1環疇手になリたいJ
→「野澤手になりた山のは rトムJ如で、成｀わさ令t- Tom.Jとしなくて＼＼い．／

It is 揺cu[t-如 him -to薗伽‘S book. 「釦‘こ琺を読むのは難しいJ
• (s_ )の形で 6. .Jと記すl

く意昧上の主語を萌示する形式｀主語檎文
(7.)  :「8.

一
網用法以外にも意如この主語をつl念ことが結！

Thel"e姻 some pape芯[-for _!ne ゎ hand i出知環出すべき瓢狂認
に［形容詞用法］ 一 ぁ函

、メ亀 hand in ~'・～を捏出す否
I step函 as法（おr 坤n ゎ匹s). 「彼らヵ蜘誌うに知應cよIt瓦

へ—一／ （副詞用法） 、X筵ep四｀de ：横によ謬

女冷t""vto v.Jを見たら、 rq_ 」と訳さないP



回 svo ゎ v
鯰構でや某svocを作司謡司（ごSVO to V型ぷ認l 次の殷詢を賑ら、

ro ゎ V... の形疇で加‘も！と予測はう．I （次以外I~も叫訊＼あリます／）

( (IO.) : r-r I. 」

l told hIm<to如曲 ha油r．ゞ私は彼が［に］包浅知 9こ勉強毎逗たJ
,—,-

S V O C 

ｮ （に． ) : r (3. 」

』躊苧＜菜P--1rlf!＞「私は彼が［翫］助ltてくれるよ汎領ん怠

⑥(I~) : rlS-..J←(16.)で:~，こ

l碑y坐但炉如~> r私はあなたが［に］そこへ往てほしい.J
S V'0  C 

= I wowlof I ike )-Of.,(わ炉忘e応

@ 07.)  :'"18. -' 

土叫國血くわ函叫己詞蘊ゾ蜘私が［Iこ］祷攣疇却
S V O C 及言した」

ｮ (1'1.)  : ~勾． 4

幽傘四ng乱血記ゎ必柏eirbestジ私たちは彼ら心釈蔚よう
s v o c 厨念したJ

→ svo 加 V夕げは 0が意昧上の主諏辱．I

田和他の不定詞の重要表現
• (2(.)  : (12.)  

I 廿i叫ゎ匹加 book. r私はその本を読もうとしたJ

・（お．）： r炒． ·」

He heIp叫 medo my homewo沃． r1皮は私が宿題す却のを手伝ぷ砥
L （お． ）（さ忍省略される．l （翫醗［今回ば｀me"]も省略で蕊）

• (.26.)・•r27. J 

Itわok 加 houts如rme to分’nぉh 折e 叩rk. r虹如仕転緯望協登菊と.J
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